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国
会
前
で
安
全
保
障
関
連
法
案
へ

の
抗
議
行
動
を
し
て
き
た
、
学
生
グ

ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
自
由
と

民
主
主
義
の
た
め
の
学
生
緊
急
行
動
、

シ
ー
ル
ズ
）
」
の
思
い
と
活
動
を
検

索
し
て 

h
ttp

://w
w

w
.s

e
a
ld

s
. 

c
o
m

よ
り
。
以
下
抜
粋
、
紹
介
す
る
。 

『
私
た
ち
は
、
対
話
と
協
調
に
基
づ

く
平
和
的
な
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を

求
め
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
対
話
と
協
調
に
基
づ

く
平
和
的
な
外
交
・
安
全
保
障
政
策

を
求
め
ま
す
。
現
在
、
日
本
と
近
隣

諸
国
と
の
領
土
問
題
・
歴
史
認
識
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
平
和
憲

法
を
持
ち
、
唯
一
の
被
爆
国
で
も
あ

る
日
本
は
、
そ
の
平
和
の
理
念
を
現

実
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
発

信
し
、
北
東
ア
ジ
ア
の
協
調
的
安
全

保
障
体
制
の
構
築
へ
向
け
て
、
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
べ
き
で

す
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
国
際
社

会
へ
の
貢
献
こ
そ
が
、
最
も
日
本
の

安
全
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
ま

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 

 

《 

わ
だ
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そ
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・
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１
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第
３９
回 

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
沖
縄 

大
会
基
調
報
告 

 
 

・
・
・
４
Ｐ 

内
閣
法
制
局
は
「
法
の
番
人
」 

な
の
か
「
権
力
の
侍
女
」
な
の
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
８
Ｐ 

筑
豊
電
鉄
超
低
床
型
電
車
導
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
１１
Ｐ 

あ
の
日
か
ら
６
年
が
た
ち 

・
１３
Ｐ 

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
第

１
回
日
本
政
府
報
告
（
案
）（
日
本

語
仮
訳
）「
参
考
資
料
２
」
よ
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
１４
Ｐ 

「
被
ば
く
で
発
症
」
と
主
張 

福

島
事
故
後
の
甲
状
腺
が
ん 

・
１８
Ｐ 

今
月
の
時
事 

 
 

 

・
・
・
１８
Ｐ 

２０１５年１０月１０日 

NO. 

 

１９２ 

“
敗
戦
七
〇
年 

”
そ
し
て
格
差
社
会
へ
（
５
） 

！
戦
後
の
防
衛
政
策
を
転
換
！
安
保
法
強
行
採
決
（
不
意
打
ち
）
成
立
〜

相
次
ぐ
異
論
置
き
去
り
ー
“
民
意
無
視
（
反
対
五
一
％
・
賛
成
三
〇
％
）

〜
首
相
『
時
が
た
て
ば
理
解
が
広
が
る
』
と
宣
う
が
、（
理
解
と
は
、
そ

の
う
ち
デ
モ
・
抗
議
も
静
ま
る
と
の
思
考
な
の
だ
。）
だ
か
ら
、
議
論
が

「
尽
く
さ
れ
ず
」
七
五
％
の
主
権
者
意
識
を
読
み
取
る
と
い
う
思
考
回

路
・
回
線
が
切
断
し
て
い
る
か
、
そ
も
そ
も
「
国
民
の
意
見
を
聞
く
姿
勢
」

で
は
な
い
の
だ
。
は
な
か
ら
無
用
と
決
め
込
ん
で
い
る
に
違
い
な
い
。
民

意
を
封
じ
る
故
、『
独
裁
』
と
弾
劾
も
当
然
で
あ
る
。
重
要
影
響
事
態
法

（
周
辺
事
態
法
改
正
案
）『
合
衆
国
軍
隊
（
米
軍
）
等
に
対
す
る
支
援
活

動
等
を
行
う
こ
と
』
こ
の
言
葉
「
米
軍
等
」
の
「
等
」
は
、「
米
軍
以
外

の
軍
隊
も
支
援
活
動
」
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
。（
三
〇
日
公
布
・

三
月
ま
で
に
施
行
。） 
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す
。
現
政
権
は
、
二
年
以
内
の
憲
法

改
正
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
、
武
器
輸
出
政

策
の
緩
和
、
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

改
定
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
安
全
保
障

政
策
の
大
幅
な
転
換
を
進
め
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
た
と
え
ば
中
国
は
政
治

体
制
こ
そ
日
本
と
大
き
く
異
な
る

も
の
の
、
重
要
な
経
済
的
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
緊
張
関
係

を
煽
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

さ
ら
に
、
靖
国
参
拝
に
つ
い
て
は
、

東
ア
ジ
ア
か
ら
の
懸
念
は
も
ち
ろ

ん
、
ア
メ
リ
カ
国
務
省
も
「
失
望
し

た
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
な
ど
、
外
交

関
係
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
外
交
・
安
全
保
障
政
策

は
、
国
際
連
合
を
中
心
と
し
た
戦
争

違
法
化
の
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の

で
あ
り
、
日
本
に
対
す
る
国
際
社
会

か
ら
の
信
頼
を
失
う
き
っ
か
け
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

長
期
的
か
つ
、
現
実
的
な
日
本
の

安
全
保
障
の
確
保
の
た
め
に
は
、
緊

張
緩
和
や
信
頼
醸
成
措
置
の
制
度
化

へ
の
粘
り
強
い
努
力
が
不
可
欠
で
す
。 

た
と
え
ば
、
「
唯
一
の
被
爆
国
」

と
し
て
核
軍
縮
／
廃
絶
へ
向
け
た
世

界
的
な
動
き
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

と
る
こ
と
や
、
環
境
問
題
や
開
発
援

助
、
災
害
支
援
と
い
っ
た
非
軍
事
的

な
国
際
協
力
の
推
進
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
歴
史
認
識
に
つ
い
て
は
、
当
事
国

と
相
互
の
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。 

 
先
の
大
戦
に
よ
る
、
多
大
な
犠
牲

と
侵
略
の
反
省
を
経
て
、
平
和
主
義

／
自
由
民
主
主
義
を
確
立
し
た
日

本
に
は
、
世
界
、
特
に
東
ア
ジ
ア
の

軍
縮
・
民
主
化
の
流
れ
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
、
強
い
責
任
と
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
対
話

と
協
調
に
基
づ
く
平
和
的
か
つ
、
現

実
的
な
外
交
・
安
全
保
障
政
策
を
求

め
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
由
と
民
主

主
義
に
基
づ
く
政
治
を
求
め
ま
す
。 

 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
（
シ
ー
ル
ズ
）
は
、

自
由
で
民
主
的
な
日
本
を
守
る
た
め

の
、
学
生
に
よ
る
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン

で
す
。
担
い
手
は
一
〇
代
か
ら
二
〇

代
前
半
の
若
い
世
代
で
す
。
私
た
ち

は
思
考
し
、
そ
し
て
行
動
し
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
戦
後
七
〇
年
で
つ
く

り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
、
こ
の
国
の
自

由
と
民
主
主
義
の
伝
統
を
尊
重
し
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
、

日
本
国
憲
法
の
も
つ
、
価
値
を
守
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
国
の

平
和
憲
法
の
理
念
は
、
い
ま
だ
達
成

さ
れ
て
い
な
い
、
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。
現
在
、
危
機
に
瀕
し
て

い
る
、
日
本
国
憲
法
を
守
る
た
め
に
、

私
た
ち
立
憲
主
義
・
生
活
保
障
・
安

全
保
障
の
三
分
野
で
、
明
確
な
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
表
明
し
ま
す
。 

 

日
本
の
政
治
状
況
は
、
悪
化
し
続

け
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
に
は
、

特
定
秘
密
保
護
法
や
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
な
ど
が
強
行
さ
れ
、
憲

法
の
理
念
が
空
洞
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
貧
困
や
少
子
高
齢
化
の
問
題
も

深
刻
で
、
新
た
な
生
活
保
障
の
枠
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
緊
張
を

強
め
る
、
東
ア
ジ
ア
の
安
定
化
も
大

き
な
課
題
で
す
。
今
年
７
月
に
は
、

集
団
的
自
衛
権
等
の
安
保
法
整
備
が

さ
れ
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
以
降
、

自
民
党
は
改
憲
を
現
実
の
も
の
と
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
こ
の
一
年
が
こ
の
国

の
行
方
を
左
右
す
る
非
常
に
重
要
な

期
間
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

 

い
ま
こ
そ
、
若
い
世
代
こ
そ
が
政

治
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
、
現
実
的

な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
日

本
の
自
由
民
主
主
義
の
伝
統
を
守

る
た
め
に
、
従
来
の
政
治
的
枠
組
み

を
越
え
た
リ
ベ
ラ
ル
勢
力
の
結
集

を
求
め
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
こ

の
社
会
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
が
、

こ
の
問
題
提
起
を
真
剣
に
受
け
止

め
、
思
考
し
、
行
動
す
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行

動
こ
そ
が
、
日
本
の
自
由
と
民
主
主

義
を
守
る
盾
と
な
る
は
ず
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
持
続
可
能
で
健
全
な
成

長
と
公
正
な
分
配
に
よ
っ
て
、
人
々
の
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生
活
の
保
障
を
実
現
す
る
政
治
を
求

め
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
持
続
可
能
で
健
全
な

成
長
と
公
正
な
分
配
に
よ
っ
て
、

人
々
の
生
活
を
保
障
す
る
政
治
を

求
め
ま
す
。
派
遣
村
、
就
職
難
、
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
な
ど
、
現
在
の
日
本

は
か
つ
て
な
い
貧
困
の
な
か
に
あ

り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
脱
工
業

化
社
会
の
な
か
で
、
他
先
進
国
に
比

し
て
国
民
の
福
祉
の
多
く
を
企

業
・
家
族
に
委
ね
て
い
た
日
本
の
生

活
保
障
シ
ス
テ
ム
は
、
抜
本
的
な
改

革
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

現
政
権
は
、
格
差
拡
大
と
雇
用
の

不
安
定
化
を
促
進
し
、
中
間
層
・
貧

困
層
を
切
り
捨
て
た
、
い
び
つ
な
成

長
戦
略
を
実
行
し
て
い
ま
す
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
結
果
、
一
部
の
富
裕
層

の
所
得
は
増
え
た
も
の
の
、
中
間
層

の
所
得
は
減
り
ま
し
た
。
社
会
保
障

の
分
野
で
は
、
生
活
保
護
な
ど
セ
ー

フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
の
切
り
下
げ
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
雇
用
に
つ
い
て
も
、

非
正
規
雇
用
の
拡
大
に
加
え
、
今
後

は
派
遣
労
働
を
永
続
化
さ
せ
か
ね
な

い
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
も
目
指

し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
二
〇
一
七

年
の
四
月
に
は
消
費
税
が
一
〇
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。 

 

社
会
保
障
を
中
心
と
し
た
、
再
分

配
シ
ス
テ
ム
が
再
建
さ
れ
な
い
ま
ま

消
費
税
増
税
が
行
わ
れ
れ
ば
、
格
差

拡
大
は
ま
す
ま
す
進
行
し
ま
す
。 

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国

家
に
よ
る
、
社
会
保
障
の
充
実
と
安

定
雇
用
の
回
復
を
通
じ
た
、
人
々
の

生
活
の
保
障
で
す
。
過
酷
な
業
務
や

残
業
代
の
出
な
い
長
時
間
労
働
に
よ

っ
て
、
働
く
人
々
の
生
活
を
脅
か
す

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
問
題
も
、
近
年
問

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
に
は
、

労
働
者
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
、

こ
う
し
た
企
業
を
規
制
し
て
い
く
責

任
が
あ
り
、
社
会
保
障
や
雇
用
保
障

の
実
現
は
国
民
の
生
活
を
守
る
だ
け

で
な
く
、
健
全
な
経
済
成
長
を
も
た

ら
す
基
盤
と
も
な
る
は
ず
で
す
。 

 

私
た
ち
が
望
む
の
は
、
格
差
の
拡

大
と
弱
者
の
切
り
捨
て
に
支
え
ら

れ
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
な
資
本
主
義
で
は

な
く
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を

通
じ
た
、
健
全
で
公
正
か
つ
、
持
続

可
能
な
成
長
に
基
づ
く
日
本
社
会

で
す
。
私
た
ち
は
、
多
く
の
国
民
の

生
活
を
破
壊
し
か
ね
な
い
、
現
政
権

の
経
済
政
策
に
反
対
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
公
正
な
分
配
と
健
全
な

成
長
政
略
を
尊
重
す
る
、
政
治
を
支

持
し
ま
す
。
』 

 

日
本
の
政
治
や
歴
史
を
学
ぶ
た
め

の
書
籍
十
五
冊
を
発
表
し
、
協
力
書
店

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
名
付
け
て
「
選

書
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
」 

 

メ
ン
バ
ー
は
「
デ
モ
の
出
発
点
は

学
ぶ
こ
と
。
先
人
の
知
の
蓄
積
が
あ

っ
て
、
私
た
ち
は
デ
モ
で
思
い
を
発

信
し
て
き
た
」
と
本
へ
の
思
い
を
語

る
。
「
希
望
の
国
の
エ
ク
ソ
ダ
ス
」

「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
「
そ

れ
で
も
、
日
本
人
は
『
戦
争
』
を
選

ん
だ
」
と
。
シ
ー
ル
ズ
が
選
ん
だ
十

五
冊
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
書

名
が
並
ぶ
。
「
自
由
や
民
主
主
義
を

議
論
す
る
時
、
土
台
と
し
て
知
識
を

共
有
で
き
る
本
を
み
ん
な
で
選
ん

だ
」
と
説
明
す
る
。
「
選
書
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
七
月
下
旬
に
準
備
が
ス
タ

ー
ト
。
」
本
好
き
の
メ
ン
バ
ー
が
一

人
三
冊
程
度
、
影
響
を
受
け
た
本
の

推
薦
を
し
、
そ
の
中
か
ら
集
団
的
自

衛
権
や
特
定
秘
密
保
護
法
に
関
連
す

る
本
な
ど
、
基
本
図
書
十
五
冊
を
決

め
た
。
「
違
憲
の
法
案
を
強
行
し
て
通

す
政
治
が
、
い
か
に
お
か
し
い
か
。
私

た
ち
の
自
由
と
権
利
を
守
る
た
め
、
本

で
学
び
、
話
し
合
う
こ
と
は
ま
す
ま
す

大
切
に
な
る
」
と
。
来
夏
に
は
参
院

選
も
控
え
る
。
メ
ン
バ
ー
の
大
学
四

年
生
も
「
政
治
を
国
会
議
員
任
せ
に

し
て
は
だ
め
だ
」
、
と
あ
ら
た
め
て

知
っ
た
。
本
を
通
じ
、
政
治
を
考
え

る
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。 

「
特
に
同
世
代
が
本
を
手
に
取
っ

て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
。
若
者

の
「
変
革
へ
の
熱
い
思
い
」
が
夏
の
日

差
し
と
重
な
っ
た
。
選
書
一
五
冊
、
し

か
と
受
け
と
め
た
。 

（
し
ん
） 
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あ
の
日
か
ら
６
年

が
た
ち
… 

  

私
の
人
生
が
、変
わ
り
ま
し
た
。 

人
生
、
山
あ
り
谷
あ
り
、
そ
の

も
の
で
す
。 

 

簡
単
な
経
歴
・
自
己
紹
介
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
に
、
大

阪
の
福
島
区
に
生
ま
れ
、
四
歳
の

こ
ろ
、
東
淀
川
区
（
今
の
淀
川
区
）

に
引
っ
越
し
、
高
校
を
卒
業
（
途

中
家
出
を
し
て
、
箱
根
の
某
ホ
テ

ル
に
）
す
る
ま
で
住
ん
で
い
ま
し

た
。
卒
業
式
の
翌
日
に
は
、
小
田

原
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で

働
き
始
め
ま
し
た
。
箱
根
に
居
た

時
に
、
知
り
合
い
、
家
出
を
中
断

さ
せ
、
私
を
救
っ
て
く
れ
た
恩
人

た
ち
の
所
で
す
。
憧
れ
の
白
く
高

い
コ
ッ
ク
帽
を
か
ぶ
り
、
料
理
長

と
呼
ば
れ
る
ま
で
、
成
長
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

そ
こ
で
も
、
い
ろ
ん
な
方
と
知

り
合
い
、
自
分
で
店
を
持
つ
夢
が

広
が
り
、
資
金
を
貯
め
る
た
め
運

送
屋
業
界
に
入
っ
た
の
が
、
最
大

の
人
生
の
始
ま
り
か
も
？ 

大
型
・
け
ん
引
と
か
、
運
送
に

携
わ
る
免
許
を
と
り
、
運
送
会
社

に
勤
め
、
某
カ
メ
ラ
工
場
長
に
認

め
ら
れ
、
産
廃
専
属
運
搬
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
少
し
調
子
に

乗
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
、
某
パ

イ
プ
工
場
に
持
ち
込
み
で
契
約
、

工
場
内
で
の
積
み
込
み
中
転
落
、

尾
骶
骨
圧
迫
で
長
期
入
院
、
後
遺

症
は
残
り
ま
し
た
が
、復
帰
し
て
、

小
田
原
～
神
戸
の
定
期
便
の
契
約

を
し
ま
し
た
が
、
神
戸
淡
路
の
震

災
で
、
仕
事
が
で
き
ず
、
悩
ん
で

い
る
時
に
、
中
古
販
売
店
の
車
運

搬
（
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
）
の
手
伝
い

を
頼
ま
れ
て
運
搬
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
会
場
で
、
ト
ヨ
タ
業
販
担
当
者

と
出
会
い
、
会
社
を
設
立
し
本
格

的
に
、
車
両
運
搬
、
倉
庫
業
と
を

始
め
ま
し
た
。
業
界
の
波
は
色
々

と
あ
り
ま
し
た
が
、
妻
や
仲
間
の

力
も
借
り
、
順
調
に
す
す
ん
で
い

ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年
七
月

末
、
阪
神
高
速
神
戸
線
で
自
損
事

故
、
頸
髄
損
傷
と
な
り
、
会
社
を

解
散
し
、
今
の
私
が
居
ま
す
。（
長

く
な
り
ま
し
た
）
私
自
身
、
車
イ

ス
生
活
を
す
る
こ
と
に
不
安
や
苛

立
ち
が
、
あ
っ
た
こ
と
は
、
隠
す

こ
と
も
な
い
で
す
。
毎
日
、
酒
に

逃
げ
暴
力
的
な
行
為
も
し
て
き
ま

し
た
。
妻
も
介
助
中
に
、
膝
の
靭

帯
を
断
裂
し
、
障
が
い
認
定
を
持

た
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
己
反

省
を
し
つ
つ
も
、
お
酒
は
止
め
ら

れ
ま
せ
ん
。 

た
だ
、毎
日
飲
ん
で
い
た
の
を
、

仕
事
（
パ
ー
ト
事
務
）
の
休
み
の

前
日
に
と
、
決
め
て
い
ま
す
。
日

常
生
活
で
は
、
や
は
り
目
線
違
い

で
、
不
安
や
疑
問
も
あ
り
ま
し
た

が
、
自
分
な
り
に
、
納
得
す
る
よ

う
に
努
力
、ま
た
、店
舗
な
ど
に
、

質
問
や
問
い
か
け
を
し
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
一
向
に
解
決
に
な
ら

ず
、
独
り
言
で
文
句
を
言
い
、
わ

か
っ
て
も
ら
え
る
方
に
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

せ
き
損
セ
ン
タ
ー
の
入
院
仲
間

の
紹
介
で
、
筑
後
支
部
の
廣
松
様

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
北
九
州

支
部
の
白
川
様
と
の
つ
な
が
り
を

つ
く
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

福
脊
連
の
存
在
は
、
知
ら
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
紹
介
し
て
頂
き

全
脊
連
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
見
て
、

一
緒
に
活
動
し
、
達
の
事
を
理
解

し
、
モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー
を
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

白
川
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
学
ば

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
沢
山
あ

る
と
思
う
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
お

願
い
し
ま
す
。廣
松
様
、何
故
か
？

同
年
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
真

面
目
な
好
青
年
を
競
馬
場
の
馬
主

席
に
招
待
し
て
く
れ
た
り
と
楽
し

ま
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

福
脊
連
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
、宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
北
九
州
支
部 

宮
岡 

健
） 
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編
集
後
記 

 

 
 

朝
晩
が
涼
し
く
な
り
、
秋
の 

気
配
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。 

日
中
は
、
暖
か
い
の
で
服
装 

で
調
整
し
ま
す
。 

 

（
坂
本
） 

《 今月の時事 》 

 戦後７０年を読み解く。その歴史を知るためには、「沖縄の米軍基地」について理解しな

ければならない。課題の「軸足」は、本土の私たちはいかに沖縄と向き合うべきなのか。 

どのように「向き合ってきたのか」、その問いが投げかけられている。『「琉球処分」という

名の琉球合併後、日清間で琉球諸島を分割しょうとした分島条約問題、同化・皇民化政策、

「国体護持」のための「捨て石」とした沖縄戦、「本土」の主権回復と引き換えの米国統治

権下（事実上の米軍政下）に沖縄を投げ出したサンフランシスコ講和条約、県民を欺く密

約を米国と結んでの沖縄返還、日米安保体制下での米軍基地の集中存置、基地負担に知ら

んふりをしたままの観光利用・文化化の消費（癒しの島・沖縄）、そして今、「オール沖縄」

の民意を無視して強行される辺野古新基地建設。〜沖縄差別・植民地主義の継続、などと

も言われる。日米安保体制は、沖縄を犠牲としてのみ成り立つ「犠牲のシステム」だった。』

沖縄の米軍基地—県外移設を考えるー高橋哲哉・集英社新書。（「犠牲のシステム福島・沖

縄」前著もある）。・「知念ウシ『シランフーナー（知らんふり）の暴力・知念ウシ政治発言

集』未来社2013年をはじめに、沖縄の米軍基地に関する著書は、様々な立場からの提言

著書がある。戦後７０年、沖縄の犠牲の構造は変わっていないこと。だから、「翁長雄志知

事が21・22日、スイス・ジュネーブの国連人権理事会などで演説、日本の都道府県知事

として初登壇し、米軍基地の存在によって県民の人権が侵害されている状況と、民意に背

を向けた日米の圧政を告発、知事選挙を経た正当な民意を基盤とする知事が、戦後７０年

たっても沖縄に横たわる不条理を改めるよう、国際社会に支持を訴えた。不退転の決意で

臨む行動の意義は大きく、知事を送り出す県民も沖縄の未来を拓（ひら）く礎と意識した

い。」と。 沖縄の基地問題の歴史を「時間」をかけて、読み取ることをこれからの課題と

する。何もできないが、ささやかに流れに抗うことしかできないが、「ささやかな抗い」を

「封じない立ち位置」を持続したいと思う。（しん） 
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